	　学び合いを作り出すための工夫を研究するグループ
　　　　　第１学年　　A組　　音楽科学習指導案
　　　平成１９年１１月７日（水）　第５校時　　第二音楽教室　　　指導者＿＿＿＿＿＿＿＿

	研究課題
	「よりよい学びあい」をつくる学習活動の開発と実践

	単元（題材）
	「ボディパーカッション」（身体表現・創作）

	単元計画
	第１次　「拍・拍子について知る」・・・・・・・１時間
第２次　「リズムを叩く」・・・・・・・・・・・２時間
第３次　「リズムでアンサンブルする（Body Rhythm）」・・・・３時間
　　　　　１　グループを作る・・・・１時間
　　　　　２　グループ練習・・・・・２時間（本時は第２時）
第４次　「リズムを作る」・・・・・・・・・・・４時間

	本　　　時　　　案　　　（計画　第３次の２時）

	目標
	○　グループで協力して練習することができる。（関心・意欲）
○　正確なリズムでアンサンブルをすることができる。（表現の技能）


	学習活動
	指導・支援と留意点
	評価等

	１ 本時の目標を決める。
２ リズム練習をする。
３ パート毎に分かれて
　 パート練習をする。
４ グループ練習をする。
５ まとめ

	· グループ毎に席を移動し、自己目標シートを使い、本時のグループ目標を考え、さらに生徒個人で特にがんばるところを個人目標として考えさせる。
· プリントVol.2を使い、全員でウォーミングアップをさせる。
· テンポやリズムの統一を図り、正しいリズムで演奏できるように指導する。
· 苦手な生徒にも、正しいリズムの中で演奏させることによって、それぞれの苦手な部分に気づかせる。
· 練習したことを確認するために全員で合奏をさせる。
· パート練習で練習したことを生かして、さらに息のあった演奏ができるように練習させる。
· 全員で演奏させる。
· 特に優れた演奏をすることのできるグループには、発表させる。（苦手な生徒にイメージさせる）
· 自己評価をシートに記入する。
	自己目標シート
プリントVol.2
· 正確なリズムで演奏することができているか。
【表現の技能】（観察）
· グループでまとまって練習することができているか。
【関心意欲】（観察）
· 正確なリズムでアンサンブルができているか。
【表現の技能】（観察）

	研究課題
との関連
	・グループで活動することによって意欲的な学習活動ができる。
・各グループがお互いに学び合う、小教育集団となることができる。


